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活性炭 による硫化水素の除去 における オゾン注入 の効果 に つ い て

増田淳二
゜

，福山丈二 （大 阪市立環境科学研究所）

1．は じめに 　活性炭 による H2S除去へ の 共存物

質の 影響 につ いて ．昨簿度報告した ．こ の場合、一

毆に 除去率が低下するので 、対策 として 活性炭醫

にオ ゾン を注入 し、そ の 効果に つ いて検討 した 。

Il．万 法　H2S と共存成分を活性 炭層に 通し、共 存

成分の 影 響で 除去率が低下 した状 態で オ ゾ ン を

混入 さぜ て そ の 変化を観察 した 。 用い た物質は、

トル エ ン、エ タ ノール 、n 一ツ タノ
ー

ル 及びトブタ ノ

ール で ある 。活性 炭カ ラ ム は 内径 25mm で ，粒状

活性炭 （石炭系＞5gを 120℃で車乞燥後、充填 した 。 充

填長 さは約 23mm で 、ガス 流 量 は、0．3L！min 、カ ラ

ム 温度 は温浴槽で 30℃ に保 っ た 。 入 口 側の H2S濃

度は約 150ppm で あ る．また、ガス 中の 水分量 は約

13g！Nm3で あ っ た 。

lll．結 果 　 トル エ ン と H2Sが

共 存 す る場 合 に オゾ ン を混

入 させ た結果を図 2 に示す。

活 1陛炭 を トル エ ンで 破過 し

た の ち H2Sを流 した．オ ゾ ン

混入 前 の H2S除 去 率は 47％ で

あ る が、オ ゾン 混 入 に よ り

96 ％ まで 上昇 した。オゾン 停

止 によ り除去率 は低下 し、オ

ゾ ン 混 入前 と 同程度 とな っ

た 。 ト ル エ ン は 、H2S の導 入

開始 に よ り 出 口 側濃 度が 入
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　図 2　 トル エ ン 吸着後の 硫化 水素破 過曲線 とオ ゾ ン の 効果

酸 化されて生成 した硫黄や硫酸 に トル エ ン が置換されて 放出したと考えられる。オ ゾ ン混入 開始後、

出 □｛則の トル エ ン濃度はさらに高くな っ た。除去率の上昇により生 成する硫黄や硫酸の量が増加す る

以 外に、オ ゾン 自身の 吸蓄に よ っ て トル エ ンが置換されると考えられ る。

　エ タ ノ
ー

ル とH2Sとが存在す る場 合、活性炭の エ タノール 吸着量は小さい ので 、　H2S除去 率 は も とも

と 高い が 、オ ゾ ン混入時 に はさ らに上昇 した。n 一ブタ ノ
ー

ル 、　i一ブ タ ノ ール がそ れ ぞ れ H2＄と共 存する

場合に も、オ ゾン混入 によ り除去 率 の上昇が認め られ た 。 こ れらの 3 つ の場合は、オ ゾン の 停止によ り、

H2Sの 除去 率は オ ゾン混入前よ りもさ らに低下レた．エ タ ノ
ー

ル はオ ゾン混入 によ り、約 25％ の 除去率

を示 した 。これ は エ タ ノ ール もオゾ ンにより分解されてい る こと を示すもの である、n一ブタ ノ
ー

ルやi一

ブ タ ノ ール 濃度は、H2Sの注入 開始後、トル エ ンと同様 に出 ロ 側濃度が入 D 側 を上回 っ た。しか し、オ

ゾ ンの 混入後は トル エ ンのよ うな ピークは見られず、また逆に、エ タ ノ
ー

ルの 場合の ような除去率の 上

昇も なか っ た。 n一ブ タ ノ
ー

ル やi一プタ ノ
ー

ル も エ タ ノ ール と同様 にオ ゾンに よ っ て 分 解を受け ると考

え られるが、出ロ濃度が低下 しない の は、分齶を受 ける
一

方で、吸着されて い るブタ ノ
ー

ル が トル エ ン

の ときに 生じた よ うな置換作 縮 が冏 時に起 こ り、鳧か け上、出ロ側濃度が高くな る も の と考 えられる。
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